








要約;母乳タンパク質から蛋白分解酵素トリプシンおよびペプシンによって生成される分

解物が有する抗毒中和作用及び抗菌活性について検討した。その結果、トリプシンおよび

ペプシン分解物の両者に非常に大きな分子量をもつマクロモレキュラグリコプロテインの

残存が認められ、この糖タンパクには細胞溶解毒素の活性阻害が認められた。トリプシン

分解物には、カゼインの分解物で糖を多量に含んでいるグリコマクロペプチドが生成され

ており、この糖ペプチドはコレラトキシンに対して抗毒中和効果を有していることがわか

った。また、母乳のトリプシンおよびペプシン分解物の両者に食中毒菌である Aeromonas

hydrophila,および Bacillus　cereus に対して抗菌作用があることが見いだされた。


